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主な記事
P２〜３　津野町制施行20周年・新本庁舎落成記念式典
P４　　　20㎞の道のりを70名が完歩！TSUNOウォーキング
P７　　　初めての「精華大運動会」を開催！



広報 つのちょう ２

津
野
町
制
施
行
20
周
年
・
新
本
庁
舎
落
成
記
念
式
典

津
野
町
制
施
行
20
周
年
・
新
本
庁
舎
落
成
記
念
式
典

▼津野町初の公式マスコット
キャラクターお披露目

▲20歳代表による「津野町
への想い」の発表

▼津野町にゆかりのある
特別ゲストS U Iさんによ
る歌唱ライブ

記念式典のようす記念式典のようす

津 野 町 、 未 来 へ つ な ぐ 節 目 の 一 日津 野 町 、 未 来 へ つ な ぐ 節 目 の 一 日
　令和 7 年10月19日（日）、津野町制施行20 周年および新本庁舎落成を記念する式典

を開催しました。節目の年にふさわしく、多くの来賓や関係者、町民のかたがたが出席

し、町の新たな歩みを共に祝いました。

　津野町の20 年の歩みを振り返る動画の上映で幕を開けた第一部の記念式典では、長

年にわたり町制発展に貢献された功労者のかたがたへの表彰や新本庁舎建設に尽力さ

れた工事関係者のかたがたへの感謝状の贈呈が行われ、会場は温かい拍手に包まれま

した。その後、町の未来を担う小中学生と20 歳代表による「津野町への想い」の発表が

行われ、子どもたちのまっすぐな言葉や若者の熱意あるメッセージに、多くの参加者が

感動しました。

第一部　記念式典第一部　記念式典

功労者代表謝辞功労者代表謝辞工事感謝状贈呈工事感謝状贈呈
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　第二部の落成セレモニーでは、はじめに町民の思い出が詰まったタイムカプセルの披露が行われました。そ
の後、テープカットと風船飛ばしが同時に行われ、新本庁舎の完成を祝いました。最後に行われたもち投げで
は、JA土佐くろしお様提供により、約１万個のお餅が投げられました。もち投げの歓声とともに、会場は一層
の盛り上がりを見せ、笑顔と歓声にあふれるにぎやかなひとときとなりました。

　第三部の祝賀会は酒蔵ホールにて開催され、町民や来賓が集まり、津野町の未来への希望を語り合う温かで
和やかなひとときとなりました。参加者同士の交流が深まり、津野町のさらなる発展を願って乾杯が交わされ
ました。

第二部　落成セレモニー

第三部　祝賀会

第二部　落成セレモニー

第三部　祝賀会

　【個人】宇都宮　孝（農業の振興）　　　【団体】久保川集落営農組合（農業の振興）
　　　　　嶋崎　義豊（教育文化の振興）　　　　　高橋歯科診療所（保健衛生の向上）
　　　　　鍋島　雅俊（交通安全の推進）　　　　　つのやまクリニック（保健衛生の向上）
　　　　　山﨑　健児（教育文化の振興）　　　　　町史編さん委員会（教育文化の振興）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社中成（商工業の発展）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船戸活性化委員会「四万十川源流点」（地域づくり）

町功労者表彰（敬称略・順不同）

タイムカプセル披露タイムカプセル披露 テープカットテープカット

風船飛ばし風船飛ばし もち投げもち投げ

鏡開き鏡開き祝賀会交流のようす祝賀会交流のようす

　式典で上映した動画「映像で振り返る20年のあゆみ」を町ホームページで公開しています。

ぜひご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　津野町ホームページはこちら▶



広報 つのちょう ４

　
10
月
18
日
︵
土
︶
に
貝
ノ
川
地

区
に
て
、﹁
第
14
回
棚
田
キ
ャ
ン

ド
ル
ま
つ
り
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
５
時
か
ら
来

場
者
と
地
域
の
方
が
30
分
以
上

か
け
て
約
５
千
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
一
つ
ひ
と
つ
に
灯
り
を
灯
し

て
い
き
ま
し
た
。
全
て
の
キ
ャ

ン
ド
ル
が
灯
る
頃
に
は
、
貝
ノ

川
地
区
が
幻
想
的
な
風
景
に
包

ま
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多

く
の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か

ら
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
小
学

生
の
イ
ラ
ス
ト
が
飾
ら
れ
た
キ

ャ
ン
ド
ル
を
﹁
自
分
の
書
い
た

絵
は
ど
こ
に
あ
る
ろ
う
﹂
と
家

族
で
楽
し
み
な
が
ら
探
す
微
笑

ま
し
い
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
う
ま
い
も
の
市
に
は
貝
ノ
川

地
域
の
み
な
さ
ん
が
心
を
込
め

て
作
っ
た
豚
汁
な
ど
を
は
じ

め
、
ど
の
店
舗
に
も
多
く
の
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
在
住
３

人
組
グ
ル
ー
プ
の

H
IA

S
O

B
I

さ
ん
や
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
を
き

っ
か
け
に
地
域
と
親
交
の
深
い

ジ
ャ
ア
バ
ー
ボ
ン
ズ
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
で
会
場
を
盛
大
に
盛
り
上

︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
宏
輔
︶

げ
、
最
後
は
、D

a
i Z

a
o
b
a
b

さ

ん
に
よ
る
圧
巻
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ダ
ン
ス
で
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

﹁
棚
田
キ
ャ
ン
ド
ル
ま
つ
り
﹂　
開
催
！

▲HIASOBI ライブ▲ファイヤーダンスショー

　
11
月
９
日
︵
日
︶
に
開
催
さ
れ

た
　

町
制
施
行
20
周
年
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｏ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
﹂は
、
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
の
合
計
83
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
津
野
山
古
式
神

楽
の
は
や
し
と
地
域
の
方
や
運

営
ス
タ
ッ
フ
の
声
援
に
見
送
ら

れ
、
午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
制
施

行
20
周
年
を
記
念
し
、
役
場
西

庁
舎
か
ら
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

ふ
な
と
ま
で
の
国
道
約
８
㎞
ま

た
は
本
庁
舎
ま
で
の
国
道
約
20

㎞
を
歩
い
て
も
ら
い
、
町
の
風

景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
企
画
で

す
。

　
ゴ
ー
ル
ま
で
途
中
６
ヶ
所
の

休
憩
所
で
は
、
地
域
の
方
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
田
舎
ず

し
や
里
芋
コ
ロ
ッ
ケ
、
つ
る
か

め
焼
き
な
ど
、
町
自
慢
の
食
で

参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
、
県
立
大
学
生
24
名
も

一
緒
に
歩
き
、
町
の
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
沿
道
を
賑
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
休
憩
所
で
お
も
て
な
し
を

受
け
た
後
、
一
番
早
く
ゴ
ー
ル

し
た
参
加
者
は
、
約
４
時
間
後

の
午
後
１
時
過
ぎ
に
は
本
庁
舎

の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
抜
け
、
午

後
４
時
前
に
は
70
名
が
完
歩
し
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
最
高
齢
の
88
歳
男
性

は
５
着
で
ゴ
ー
ル
さ
れ
、
感
想

を
お
聞
き
す
る
と
、
普
段
か
ら

畑
仕
事
で
足
腰
を
鍛
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
お
元
気
な
高
齢
者

に
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
驚
い
た
こ

と
で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の

皆
さ
ま
お
よ
び
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　T
S
U
N
O
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

20
㎞
の
道
の
り
を
70
名
が
完
歩
！︻
町
制
施
行
20
周
年
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

︼　

｢
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津
野
町
ど
っ
ぷ
り
イ
ル
ミ
ナ
イ
ト
２
０
２
５

　

津
野
町
で
は
、
町
内
地
域
団

体
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
帰
省
や
津
野
町
を
訪
れ
る

方
へ
向
け
て
年
末
年
始
の
期
間

に
地
域
な
ら
で
は
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
回
目
の
開
催
と
な
る
本
年

度
は
、
地
域
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
か
わ
う
そ
自
然
公
園
に

集
結
。ま
た
、
高
知
県
が
実
施
し

て
い
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

﹁
ど
っ
ぷ
り
高
知
旅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
津
野

町
お
よ
び
奥
四
万
十
エ
リ
ア
の

自
然
の
美
し
さ
や
人
、
地
域
の

温
か
さ
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
テ

ー
マ
を
﹁
星
き
ら
め
く
奥
四
万

十
か
ら
願
い
を
込
め
て
﹂
と
し

て
、
３
日
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。会
場
に
は
、
大
き
な

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
登
場
。

冬
の
夜
空
に
、
町
内
の
子
ど
も

た
ち
の
願
い
事
が
書
か
れ
た
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
が
装
飾
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
星
、
ご
当
地
を

テ
ー
マ
に
し
た
飲
食
や
雑
貨
が

並
び
ま
す
。さ
ら
に
、
12
月
20
日

︵
土
︶
は
、
も
の
づ
く
り
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
も
開

催
。先
着
380
名
様
に
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
も
ご

ざ
い
ま
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

も
登
場
す
る
か
も

　

皆
さ
ま
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
し
て

お
り
ま
す
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

①
12
月
19
日︵
金
︶

　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

②
12
月
20
日︵
土
︶

　

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

③
12
月
21
日︵
日
︶

　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

開
催
場
所

か
わ
う
そ
自
然
公
園
・

農
村
体
験
実
習
館
葉
山
の
郷

主
　
　
催

津
野
町
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

津
野
町
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

津
野
町
役
場
観
光
推
進
課
内

　
　
　
　
　
　

鍋
島　

芙
柚
音

　
　
　
　
　

☎
55‐

２
０
２
３

※

天
候
等
の
状
況
に
よ
り
、
内

容
を
変
更
し
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

開
催
！

10
月
25
日︵
土
︶・
26
日︵
日
︶の
２
日
間
、
星
ふ
る
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
を
は
じ
め
町
内
各
会
場
に
て
、

﹁
つ
の
フ
ェ
ス
２
０
２
５
〜
星
を
好
き
に
な
る
２
日
間

〜
﹂︵
つ
の
フ
ェ
ス
２
０
２
５
実
行
委
員
会
主
催
︶
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
25
日︵
土
︶は
、
あ
い
に
く
の
天
候
不
良
に
よ

り
屋
外
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
星
ふ
る

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
で
は
、
星
に
関
す
る
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
﹃
高
知
だ
い
す
き
ポ
ケ
モ
ン
﹄
ヌ
オ
ー
と
の

２
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
会
、
天
文
台
の
見
学
、
そ
し
て
爆
笑

星
空
案
内
人
・
星
兄
に
よ
る
公
演
会
な
ど
、
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。26

日︵
日
︶は
、
会
場
を
か
わ
う
そ
自
然
公
園
お
よ
び

津
野
町
役
場
本
庁
舎
に
移
し
、
前
日
に
続
く
星
兄
の
公

演
会
に
加
え
て
、
前
日
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
星
空
観

望
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
夜
に
は
満
天
の
星
空
が
広
が

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
津
野
町
な
ら
で
は
の
豊
か
な

夜
空
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
狗
高
原
の
星
空
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
る
人
気
の
観
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
つ
の
フ
ェ
ス
を
通
じ
て
、
町
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
も
澄
ん
だ
星
空
を
楽
し
め
る
こ
と
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
す
を
撮
影
し
た
写
真
は
、

つ
の
フ
ェ
ス
特
設
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︵
つ
の
フ
ェ
ス
２
０
２
５
実
行
委
員
会
︶

﹁
つ
の
フ
ェ
ス
２
０
２
５
﹂開
催
！

◀
ジ
オ
ラ
マ
作
り
体
験

▼星空観望会（津野町役場本庁舎駐車場から撮影）

﹁
高
知
だ
い
す
き
ポ
ケ
モ
ン
﹂
ヌ
オ
ー

と
の
２
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
会

﹁
高
知
だ
い
す
き
ポ
ケ
モ
ン
﹂
ヌ
オ
ー

つ
の
フ
ェ
ス
特
設
サ
イ
トh

ttp
s://tsu

n
o
fe

s.c
o
m

◀

！？
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11
月
１
日︵
土
︶、
県
内
一
斉
避

難
訓
練
が
あ
り
、
津
野
町
で
も

船
戸
総
地
区
を
対
象
に
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
の
設
定
は
、
東
海
地
方

で
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
昨

年
夏
に
、
運
用
後
初
め
て
発
表

さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報

が
今
回
も
発
表
さ
れ
た
と
想
定

し
て
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
避

難
指
示
を
発
令
し
、
バ
ス
や
徒

歩
に
て
訓
練
会
場
へ
移
動
し
ま

し
た
。

　
避
難
所
の
開
設
運
営
訓
練
は

船
戸
体
育
館
で
行
い
、
避
難
所

開
設
か
ら
避
難
所
生
活
を
想
定

し
、
地
区
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
開
設
に
お
い
て
す
る
べ
き
こ

と
や
、
炊
出
し
訓
練
、
消
火
訓
練

も
行
い
、
地
域
全
体
と
し
て
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

▲簡易ベッド組み立て

▲避難スペース設営▲簡易トイレ設置▲炊出し訓練

︵
総
務
課

危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
松
岡
　
大
道
︶

津
野
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

津
野
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

山
﨑
　
水
紀
夫

※

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域

で
の
防
災
活
動  

自
主
防
災
組

織
活
動  

な
ど
で
、
困
り
ご
と

や
課
題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
　
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
大
道

　
　
　
　
　  

☎
55-

２
３
１
１

防
災
い
ろ
は︻
12
月
号
︼

　
２
０
１
７
年
３
月
に
山
梨
県

の
小
学
校
で
緊
急
地
震
速
報
の

抜
き
打
ち
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
校
庭
に
い
た
子
ど
も
た

ち
の
８
割
以
上
が
校
庭
か
ら
逃

げ
始
め
ま
し
た
。
ど
こ
に
向
か

っ
た
か
と
い
う
と
教
室
に
戻
り

机
の
下
に
隠
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
落
下
物
の
な
い
一
番
安
全

な
校
庭
か
ら
危
険
な
建
物
に
避

難
し
た
の
で
す
。
校
庭
に
留
ま

っ
た
の
は
数
人
。
な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
が
起
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
で
の
訓
練
は
教
室
に
い

る
と
き
。
揺
れ
た
ら
机
の
下
に

隠
れ
る
、
そ
う
教
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
な
ぜ
机
の
下
に

隠
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
な
い
と
こ
う
い
う
刷

り
込
み
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。

校
庭
で
は
こ
う
、
道
路
で
は
こ

う
と
パ
タ
ー
ン
で
教
え
る
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
き
り
が
な
い

で
す
ね
。
重
要
な
の
は
落
下
物
、

自
分
で
考
え

　
判
断
す
る
こ
と
の
大
切
さ

〜
緊
急
地
震
速
報
抜
き
打
ち
訓
練
〜

倒
壊
物
︵
ブ
ロ
ッ
ク
塀
︶
か
ら
身

を
守
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て

訓
練
を
行
い
、
そ
の
場
の
状
況

で
自
分
で
考
え
判
断
す
る
訓
練

を
意
識
し
た
い
も
の
で
す
。

　
多
く
の
子
ど
も
が
校
舎
に
逃

げ
た
背
景
に
は
、
周
囲
と
同
じ

行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
﹁
同
調

性
バ
イ
ア
ス
﹂
が
働
い
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

※

﹁
山
梨
県
　
緊
急
地
震
速
報

予
告
な
し
　
公
開
用
﹂
で
検
索

す
る
と
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
津
野
町
で
は
、
社
会
に
お
い

て
広
く
有
為
な
人
材
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
左

記
の
と
お
り
奨
学
金
の
貸
与
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

１
　
奨
学
生
の
資
格

　
保
護
者
ま
た
は
本
人
が
津
野

町
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
、

大
学
、
専
修
学
校
又
は
こ
れ
ら

と
同
程
度
の
学
校
及
び
教
育
機

関
に
在
学
す
る
者
で
、
学
資
の

支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
も

の
。

２
　
学
資
貸
与
額︵
月
額
︶

■
高
等
学
校
等
１
〜
３
万
円

■
専
門
学
校
等
1.5
〜
４
万
円

■
大
学
等
　
　
1.5
〜
５
万
円

３
　
利
息
　
　
無
利
息

　
令
和
８
年
度
奨
学
生
の
募
集

は
令
和
８
年
２
月
〜
４
月
末
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
詳
細
は
、
津
野
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
教
育
委

員
会
︵
役
場
西
庁
舎
２
階
︶
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
川
西
　
穂
実

　
　
　
　
　
　
☎
62-

２
２
５
８

令
和
８
年
度
津
野
町

　
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

︵
事
前
の
お
知
ら
せ
︶
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10
月
12
日
︵
日
︶
津
野
町
で
の

開
催
は
、
約
10
年
ぶ
り
に
津
野

町
東
津
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
高
陵
消
防
連
合
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
高
陵
消
防
と
は

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
津
野
町
、

梼
原
町
の
１
市
３
町
で
構
成
さ

れ
る
組
織
で
す
。
教
練
や
小
型

ポ
ン
プ
操
法
、
自
動
車
ポ
ン
プ

操
法
な
ど
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
、競
い
合
い
ま
し
た
。

　
津
野
消
防
団
か
ら
は
教
練
の

部
に
郷
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
船
戸
分
団
、
自
動
車

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
姫
野
々
分

団
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
優
勝

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

仕
事
終
わ
り
の
夜
間
に
訓
練
を

重
ね
仲
間
と
共
に
汗
を
流
し
た

期
間
は
一
生
の
思
い
出
と
な

り
、
今
後
の
活
動
に
活
か
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
・
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
優
勝
し
た
梼
原
消
防
団
は
、

令
和
８
年
６
月
28
日
に
高
知
県

消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
高
知

県
消
防
操
法
大
会
へ
高
陵
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
の

で
、
合
わ
せ
て
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
津
野
消
防
団
は
住
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
津
野
消
防
団
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

各
競
技
結
果

︻
教
練
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
梼
原
消
防
団

　
準
優
勝
　
　
津
野
消
防
団

　
第
三
位
　
中
土
佐
消
防
団

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
梼
原
消
防
団

　
準
優
勝
　
中
土
佐
消
防
団

　
第
三
位
　
　
津
野
消
防
団

︻
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
梼
原
消
防
団

　
準
優
勝
　
　
津
野
消
防
団

　
第
三
位
　
中
土
佐
消
防
団

︵
高
幡
消
防
組
合
津
野
山
分
署

　
　
　
　
　
　
　
葉
山
出
張
所
︶

　
令
和
７
年
度
高
陵
消
防
連
合
演
習

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

▶

▲教練の部

▲自動車ポンプ操法の部

　
10
月
12
日
︵
日
︶
に
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
﹁
精
華
﹂
主
催
の
﹃
精

華
大
運
動
会
﹄
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
の
方
が
数
ヶ

月
前
か
ら
考
え
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ

て
お
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
続
々
と
集
ま
り
運
動
会
が

開
始
。﹁
早
く
一
升
﹂で
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い

年
代
の
方
が
楽
し
く
参
加
さ
れ

て
お
り
、
昔
の
町
民
運
動
会
が

蘇
っ
た
よ
う
で
し
た
。
会
場
の

視
線
を
こ
の
日
一
番
集
め
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
有
志
で
結
成
し

た
﹁
津
野
町
応
援
団
﹂。
何
日
も

夜
遅
く
ま
で
練
習
し
た
ダ
ン
ス

な
ど
を
披
露
し
、
会
場
が
釘
付

け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

﹁
タ
イ
ヤ
奪
い
﹂で
は
、
男
性
、
女

性
の
部
と
も
に
真
剣
に
タ
イ
ヤ

を
奪
い
あ
う
姿
も
見
ら
れ
、
最

後
の
﹁
男
女
混
合
ガ
チ
リ
レ
ー
﹂

で
は
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
応

援
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
﹁
精
華
﹂

は
、
地
域
の
方
が
協
力
し
て
精

華
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
未

来
に
向
か
っ
て
活
気
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
日
々
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
ま
さ
に
そ
の
目
標
達
成
の

た
め
の
大
き
な
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

初
め
て
の﹃
精
華
大
運
動
会
﹄を
開
催
！

︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
宏
輔
︶▲早く一升▲津野町応援団
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︻
学
童
展
・
文
化
展
︼

11
月
１
日
︵
土
︶
か
ら
11
月
３

日
︵
月
・
祝
︶
の
３
日
間
、
津
野

町
東
津
野
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
学
童
展
・
文
化

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
童
展
で
は
、
小
中
学
生
の

絵
や
書
道
、
硬
筆
な
ど
多
く
の

力
作
が
並
び
ま
し
た
。
文
化
展

で
は
、　
津
野
町
文
化
協
会
や

一
般
の
方
が
丹
精
を
込
め
て
製

作
し
た
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
３
日
間
で
総
勢
653
人
が
来
場

し
、
作
者
の
創
意
工
夫
や
技
術

に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

︻
舞
台
発
表
︼

11
月
３
日
︵
月
・
祝
︶
津
野
町

役
場
西
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
舞
台
発
表
会
で
は
、

詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
軽
音
楽
な
ど

全
16
演
目
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
約
80
名
の
方
が
来

場
し
、
手
拍
子
や
あ
た
た
か
い

拍
手
に
包
ま
れ
て
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
出
演
者
の
皆
さ
ん
は
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
真
剣

な
表
情
の
中
に
も
楽
し
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

　
津
野
町
文
化
祭
開
催

︵
教
育
委
員
会
　
鍋
島
　
友
弥
︶

▲学童展・文化展のようす

▲舞台発表のようす

令和7年度　津野町健康ふくし展

　11月１日(土)〜３日(月・祝)に「令和７年度健康ふくし展」として、健康と福祉に対する理解を深めて

もらうための展示と身体の測定や認知症を体験できるコーナーを津野町東津野B＆G海洋センターで開催

しました。

　
筋
肉
・
脂
肪
量
を
測
定
す
る
も

の
で
、
今
の
身
体
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
回

も
多
く
の
方
に
測
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
、

保
健
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
子
で
、歯
に
関
す
る
健
康
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
健
康
と
福
祉
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

認知症の方が見ている世界

をバーチャルで疑似体験し

ていただきました。

【体験者の感想】

・階段が降りづらい

・小銭が判別しづらい

・困ってる人がいたら優し

く手助けしたい

インボディ 骨量測定

歯科相談展示コーナー認知症 VR

（健康福祉課　嶋崎　祐）

▲ ▲
▲▲
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11
月
７
日
、
津
野
町
戦
没
者

追
悼
式
が
、
津
野
町
役
場
本
庁

舎 

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
遺
族
や
関
係
者
73
名
の
参

列
の
も
と
、
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
戦
没
者
へ
の
黙
と
う
の
後
、

池
田
町
長
の
式
辞
、
高
知
県
知

事
︵
代
理…

須
崎
福
祉
保
健
所

谷
本
所
長
︶大
地
議
会
議
長
、
津

野
町
戦
没
者
遺
族
会
高
橋
信
夫

会
長
の
追
悼
の
言
葉
に
続
き
、

参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
献
花
を

行
い
、英
霊
を
追
悼
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
を
代
表
し

て
葉
山
中
学
校
３
年
生
の
楠
瀬

遥
々
さ
ん
に
、
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

追
悼
式
終
了
後
に
は
、
高
知
県

遺
族
会
大
石
綏
子
会
長
に
お
母

様
の
手
記
を
も
と
に
当
時
の
体

験
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　(

町
民
課
　
福
原
　
拓
司
︶

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

―
 

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
新
た
に ―

高
知
県
い
い
歯
の
表
彰

﹁
熟
年
者
の
部
﹂の
受
賞
者

認
知
症
と
歯
周
病
の
関
係

　
高
知
県
で
は
毎
年
、
11
月
８

日
︵
い
い
歯
の
日
︶
に
80
歳
以
上

に
な
ら
れ
る
方
の
中
か
ら
、
噛

む
こ
と
が
で
き
る
残
存
歯
数
が

多
く
、
歯
の
状
態
が
健
康
な
方

を
選
出
し
て
表
彰
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
津
野
町
か
ら
優
良

者
が
２
名
選
ば
れ
ま
し
た
の

で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
う
ち
全
体
の
７
割

は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

で
す
が
、
こ
れ
は
脳
に﹁
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
﹂
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質

が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
通
常
﹁
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
﹂
は
分

解
さ
れ
て
排
出
さ
れ
る
の
で
す

が
、
何
ら
か
の
理
由
で
排
出
さ

れ
ず
に
蓄
積
し
て
し
ま
う
と
、

脳
の
情
報
伝
達
が
悪
く
な
り
、

脳
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
進
行
す
る
と
﹁
タ
ウ
﹂

と
い
う
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が

溜
ま
っ
て
、
神
経
細
胞
を
死
滅

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
防
ぐ
に
は
﹁
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
﹂
の
蓄
積
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
歯
周
病
菌

が
こ
の
﹁
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
﹂
の
生

成
・
蓄
積
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
民
の
７
割
が
歯
周
病

に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
50
代
以
上
に
な
る
と
８

割
が
か
か
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

一
大
疾
患
で
す
。

　
歯
を
守
る
こ
と
は
認
知
症
の

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
徹
底
し
た
歯
周
病
予
防
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課
　
中
山
　
輝
紀

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

片
岡
　
長
身
さ
ん

　
　
　
　
　︹
山
崎
︺

★
知
事
賞

☆
高
知
県
歯
科
技
工
士

　
　
　
　
会
長
表
彰

福井　康雄さん〔永林〕

▲追悼の言葉　津野町戦没者遺族会　高橋信夫会長
のぶお

▲平和へのメッセージ　楠瀬遥々さん
はるる

▲ご講演いただいた　高知県遺族会　大石綏子会長
よしこ
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〇
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業

10
月
17
日(
金)

四
万
十
町
に

あ
る
四
国
八
十
八
カ
所
第
37
番

札
所
の
岩
本
寺
で
、
中
央
小
学

校
５
年
生
と
一
緒
に
、
お
遍
路

さ
ん
の
接
待
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
高
知
県
ふ
る

さ
と
教
育
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
、
郷
土
教
育
の

体
験
学
習
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ

と
へ
の
理
解
を
深
め
、
郷
土
愛

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
岩
本
寺
を
訪
れ
た
お
遍
路
さ

ん
に
、
中
央
小
学
校
５
年
生
が

事
前
に
準
備
し
た
安
全
祈
願
の

お
守
り
と
津
野
町
の
紹
介
冊
子

な
ど
を
入
れ
た
巾
着
袋
を
婦
人

会
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
渡
し
ま

〇
皿
鉢
料
理
づ
く
り

10
月
28
日
︵
火
︶
東
津
野
中
学

校
で
皿
鉢
料
理
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
東
津
野
中
学
校
で
は
、

郷
土
料
理
の
学
習
の
一
環
と
し

て
皿
鉢
料
理
の
学
習
を
し
て
お

り
、
毎
年
、
皿
鉢
料
理
づ
く
り
体

験
の
講
師
と
し
て
婦
人
会
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
お
寿
司
づ
く
り
や
果

物
、
よ
う
か
ん
の
飾
り
切
り
な

ど
、
中
学
生
に
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
調
理
後
は
、
み
ん
な
で
皿
鉢

料
理
を
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち

で
調
理
し
た
料
理
を
と
て
も
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

津
野
町
婦
人
会
の
活
動

し
た
。

　
初
め
は
積
極
的
に
お
接
待
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
徐
々
に
説
明
に
も
慣
れ
て

き
て
、
お
遍
路
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。

　
津
野
町
婦
人
会
は
、
今
回
の

活
動
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験

を
活
か
し
、
今
後
も
地
域
貢
献

活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

里楽「ゆず湯」のお知らせ

12月 22 日は

ゆず湯デー

冬至

今年も里楽では、ゆず湯を開催します。

プールやトレーニングのあとは、里楽のお風呂にゆったりつかって

ゆずの爽やかな香りで、疲れを癒しませんか？

お風呂だけのご利用もぜひどうぞ♪

■日時　12 月 22 日 ( 月 )　午前 10 時～午後 9 時まで

■場所　里楽プール（お風呂）　　 　　【お問い合わせ先】　里楽 ☎55-2183

【年末年始について】　12 月 29 日 ( 月 )～ 1 月 1 日 ( 木 ) は休館となります

▲巻きずしを作るようす

▲完成した皿鉢料理 ▲果物を切るようす

▲安全祈願のお守りと巾着袋など

▲集合写真 ▲お遍路さんに渡しているようす

　︵
津
野
町
婦
人
会

　
　
会
長
　
古
味
　
美
千
子
︶
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令
和
７
年
度
の
津
野
山
大
学

は
、
全
５
回
の
講
座
を
す
べ
て

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
春
の
植
物
観
察
会
に
始
ま
り
、

お
茶
や
ミ
ョ
ウ
ガ
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
座
、
天
体
観
望
会
、
そ
し

て
義
堂
周
信
と
絶
海
中
津
に
つ

い
て
学
ぶ
歴
史
講
座
な
ど
、
津

野
町
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
を

幅
広
く
学
ぶ
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に

参
加
さ
れ
た
方
も
多
く
、
世
代

を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
学
び
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
﹁
地
域
の
魅
力
を
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
た
﹂﹁
次
回

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
﹂
と
い

っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

　
来
年
度
も
新
た
な
学
び
と
交

流
の
場
と
し
て
、
よ
り
充
実
し

た
内
容
で
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

津
野
山
大
学
全
５
回
の

　
　
講
座
が
無
事
終
了

　
　
　
　
　
し
ま
し
た
！

(

教
育
委
員
会
　
川
西
　
穂
実) ▲第 2回目「津野町とお茶」▲第 3回目「ミョウガの魅力」▲第 5回目「義堂周信と絶海中津」

　
須
崎
市
・
中
土
佐
町
・
津
野

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

津
野
町
地
区
に
は
約
30
名
の
会

員
が
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
10
月
を

﹁
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
普
及
啓
発
促
進
月
間
﹂
と
定

め
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー
が
社
会

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
に
は
、
６
名
の
方

が
津
野
町
か
わ
う
そ
図
書
館
の

園
庭
の
除
草
・
剪
定
作
業
を
行

い
、
図
書
館
の
園
庭
が
す
っ
き

り
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
清
掃
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵︵
公
社
︶須
崎
市
・
中
土
佐
町
・

津
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
︶ シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
が

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
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保
険
料
は
毎
月
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
収
入
の
減
少
や

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
の﹁
老
齢
基
礎

年
金
﹂や
、
障
害
・
死
亡
と
い
っ

た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き

の
﹁
障
害
基
礎
年
金
﹂・﹁
遺
族

基
礎
年
金
﹂
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
た

め
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

保
険
料
が
﹁
免
除
﹂
ま
た
は
﹁
納

付
猶
予
﹂
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

︻
免
除︵
全
額
・
一
部
︶制
度
︼

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

︿
年
金
だ
よ
り
﹀

退
職
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は﹁
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
﹂を
ご

利
用
く
だ
さ
い

麻しん風しん混合、二種混合ワクチンについて

　予防接種の種類によって、公費で接種できる年齢が決まっています。接種をご希望される方は、母子手

帳で接種の確認をしていただき、対象年齢の内に接種するようにお願いします。

　対象年齢外となると、公費（無料）では受けられなくなりますのでご注意ください。

　紛失等で予診票の再交付が必要な場合や、予防接種について不明な点がありましたら下記までお問

い合わせください。

※上記以外の予防接種についても、公費で接種できる年齢が決まっていますので、対象年齢内に接種

　をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】健康福祉課　河上　桐也　☎55－2151

︻
納
付
猶
予
制
度
︼

　
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
退
職
︵
失
業
等
︶
に
よ
り
納
付

が
困
難
な
方
は
、
特
例
免
除
を

申
請
で
き
ま
す
。

　
所
得
の
審
査
対
象
と
な
る
退

職
︵
失
業
等
︶
さ
れ
た
方
の
前
年

所
得
を
ゼ
ロ
と
し
て
審
査
し
ま

す
。

　
失
業
の
事
実
が
確
認
で
き
る

証
明
書
類
の
写
し
　

雇
用
保
険

受
給
資
格
証
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
通
知
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
な
ど 

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
簡
単
に
申
請
で
き
ま
す

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
用
し

た
電
子
申
請
で
24
時
間
365
日
、

ど
こ
か
ら
で
も
簡
単
に
申
請
で

き
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８-

８
７
５-

１
７
１
７

︵

︶
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令
和
７
年
度
狩
猟
免
許
試
験

の
ご
案
内
で
す
。

講
習
会

︻
受
講
料
︼１
０
，０
０
０
円

︻
申
請
書
配
布
場
所
︼

　
津
野
町
産
業
課

︻
申
請
受
付
︼

　
高
知
県
猟
友
会

︻
締
め
切
り
︼

　
各
講
習
日
の
10
日
前
ま
で
に

必
着

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

試
験

︻
受
験
料
︼

初
心
者
　
　
　
５
，２
０
０
円

一
部
免
除
者
　
３
，９
０
０
円

︻
申
請
書
配
布
場
所
︼

　
津
野
町
産
業
課

︻
申
請
受
付
︼

　
高
知
県
猟
友
会

︻
締
め
切
り
︼

　
各
試
験
日
の
10
日
前
ま
で
に

必
着

※

次
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
す

方
に
受
講
料
等
を
町
で
補
助
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

狩
猟
免
許
　
試
験
の
た
め
の
事
前
講
習
会
及
び
狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

〇
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

〇
試
験
に
合
格
し
、
津
野
町
の

　
猟
友
会
に
加
入
さ
れ
る
方

〇
猟
期
以
外
の
期
間︵
４
月
１
日

　
〜
11
月
14
日
、
３
月
16
日
〜

　
３
月
31
日
︶も
、
町
に
有
害
鳥

　
獣
捕
獲
許
可
を
申
請
し
、
有

　
害
鳥
獣
駆
除
に
従
事
さ
れ
る

　
方

〇
県
税
・
町
税
等
に
滞
納
の
な

　
い
方

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
谷
脇
　
吉
貴

　
☎
55-

２
０
２
１

　
高
知
県
猟
友
会

　
☎
０
８
８-

８
５
６-

６
６
４
１

最
低
賃
金
改
正
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

﹁
高
知
県
最
低
賃
金
﹂
を
改
正

し
、
令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、
令
和
７

年
12
月
１
日
以
降
分
と
し
て
労

働
者
に
払
う
賃
金
は
、
１
時
間

１
，
０
２
３
円
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
労
働
局
　
賃
金
室

　
☎
０
８
８︵
８
８
５
︶６
０
２
４

　
須
崎
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
８
９-

42-

１
８
６
６
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■ 年末年始における可燃ごみ収集のお知らせ

■ 年内のし尿汲み取りのお申し込み

　全地区において、令和７年 12 月 30 日までは通常収集を行いますが、令和７年 12 月 31 日〜令和８年
１月４日の期間、可燃ごみの処理場が休止するため、収集をお休みいたします。

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】産業課　谷脇　吉貴　☎55 - 2021

◯葉山衛生社 ◯東津野衛生社
　☎55-2612
　☎090-4979-3760(携帯)

　☎62-2526
　☎090-5911-4809(携帯)

令和７年12月 令和８年１月

30日(火）29日(月） 31日(水）１日(木）２日(金） ３日(土） ４日(日）５日(月）
町内

（全域） 収集しません通常収集 通常収集

※下記期日までにお申し込みください。

　令和７年12月28日（日）は、役場閉庁期間中となるため、収集日を変更します。

〜12月の西地区粗大ごみ（東津野地域）収集日は21日です〜

　　　　【変更前】　　　　　　　【変更後】
　　
28日（第4日曜日）→　　21日（第３日曜日）

　　　　　　ご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。

◆西地区粗大ごみ　(東津野地域）収集日変更について◆

※年末は12月20日(土)まで ※年末は12月25日(木)まで

“町管理の水道”と“地区や谷の水道”
の連結は禁止されています！！

　津野町では、水道メーターより宅地内で、“地区や谷の水道と連結（切替）”しているご家庭が、両方の

バルブを開けたことで、町管理の水道に地区や谷の水道が逆流し、その結果、水道メーターが回り、高額な

水道料金が発生するといった事例が発生しています。

　水道法施行令第５条第１項第６号「当該給水装置以外の水管その他の設備に直接

連結されていないこと」の規定により、町の水道管と他の水道管を連結させること

は禁止されています。

　現在、町の水道管と地区や谷の水道管を連結させているご家庭は、速やかに水道管を切り離し、別系統

の配管としてください。（バルブ等を設置し、必要に応じて切り替えが可能な状態も禁止されています）

なお、連結させていることにより生じた水道料金については、減額等の対応ができませんので、ご注意く

ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】建設課　水道担当　☎62－2314
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基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
尊

重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界

の
全
て
の
人
々
と
全
て
の
国
々

と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準

と
し
て
、
昭
和
23
年︵
１
９
４
８

年
︶
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際

連
合
総
会
に
お
い
て
﹁
世
界
人

権
宣
言
﹂が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣

言
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日

の
12
月
10
日
を
﹁
人
権
デ
ー
﹂

︵H
u
m

a
n
 R

ig
h
ts D

a
y

︶
と
定

め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種

行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
務
省
及

び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
の
翌

年
の
昭
和
24
年
︵
１
９
４
９
年
︶

以
来
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を

得
て
、﹁
人
権
デ
ー
﹂
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を
﹁
人
権
週
間
﹂

と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。　

　
そ
こ
で
、
本
年
も
、
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

﹁
第
77
回
人
権
週
間
﹂
と
定
め
、

各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
高
知
地
方
法
務
局
及
び
高
知

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お

い
て
も
、
今
年
度
の
人
権
週
間

行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
県
内

の
主
要
箇
所
で
﹁
特
設
人
権
相

談
所
﹂
を
開
設
し
、Ｄ
Ｖ
、
セ
ク

ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女

性
に
関
す
る
人
権
問
題
や
、
児

童
虐
待
、
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
子

ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題
、
高

齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
差
別

や
虐
待
、
そ
の
他
く
ら
し
の
悩

み
ご
と
等
、
人
権
に
関
す
る
御

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　
お
気
軽
に
、最
寄
り
の﹁
相
談

窓
口
﹂を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８-

８
２
２-

３
５
０
３

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
す

　
12
月
３
日
︵
水
︶
に
、
高
知
よ

さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
で
﹁
く

ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
同
会
場
に
お

い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
い

た
し
ま
す
。皆
さ
ま
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼

　
令
和
７
年
12
月
３
日︵
水
︶　

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
０
時

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

︵
相
談
予
約
受
け
付
け
は
12
月

２
日
正
午
ま
で
︶

︻
会
場
︼

　
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁

舎
　
８
階
相
談
室
　

︵
高
知
市
栄
田
町
２
丁
目
２-

10
︶

︻
相
談
担
当
者
︼

　
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
人
権

擁
護
委
員

︻
相
談
内
容
︼

　
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い

じ
め
、Ｄ
Ｖ
等
、
家
庭
及
び
近
隣

関
係
等
に
お
け
る
法
律
・
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

︻
そ
の
他
︼

　
事
前
予
約
制
で
す
。
お
問
い

合
わ
せ
先
に
て
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８-

８
２
２-

３
５
０
３

　
１
９
７
０
年
代
か
ら
８
０
年

代
に
か
け
て
、
多
く
の
日
本
人

が
不
自
然
な
形
で
行
方
不
明
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
９
月
に
北
朝
鮮
は

よ
う
や
く
日
本
人
拉
致
を
認

め
、
同
年
10
月
に
５
人
の
被
害

者
が
帰
国
し
ま
し
た
が
、
他
の

被
害
者
に
つ
い
て
は
、
未
だ
北

朝
鮮
か
ら
納
得
の
い
く
説
明
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫

緊
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ

の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
　
　︵
法
務
省
人
権
啓
発
課
︶

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

１
週
間
は﹁
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
﹂で
す

﹁
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
﹂

　﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

▼
ご
融
資
額
　
お
子
さ
ま
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

▼
金
利
　
年
３
・
15
％

※

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

２
・
75
％
︵
令
和
７
年
９
月
１

日
現
在
︶

▼
ご
返
済
期
間
　
20
年
以
内

▼
Ｈ
Ｐ
　﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂

で
検
索

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０‐

０
０
８
６
５
６

　
　
　
　︵
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

ま
た
は

☎︵
０
３
︶５
３
２
１‐

８
６
５
６

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂

︵
日
本
政
策
金
融
公
庫
︶が

サ
ポ
ー
ト
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

201918

25 2726

17

24

く ろ し お 病 院

13

6

12
育児相談ほしのわ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：町立図書館かわうそ館

1110

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

543

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

人権・行政相談
とき：午前10時〜午後3時
ところ：役場本庁舎

津野町どっぷり
　イルミナイト2025
と　き：午後5時〜9時
ところ：かわうそ自然公園

　津野町どっぷり
　イルミナイト2025
★メインイベント日★
と　き：午後4時〜9時
ところ：かわうそ自然公園
　　　農村体験実習館葉山の郷

31

く ぼ か わ 病 院

口座振替
町県民税（3期）
国民健康保険税（6期）

納付期限
町県民税（3期）
国民健康保険税（6期）

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　　　　　12月９日、16日、18日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　12月２日、４日、16日、18日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

幼児健診
と　き：個別にご案内します
ところ：西庁舎福祉交流センター

乳児健診
と　き：個別にご案内します
ところ：西庁舎福祉交流センター

食改・健康ウォーキングのお知らせ
日　時：令和７年12月10日（水）午前９：００～
コース：藤の川
集合場所：藤の川口
持ち物：飲み物・帽子・タオル等
どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

　【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会事務局　担当　西森佳子　☎080-6373-1675

12
月
31
日
〜
令
和
８
年
１
月
４
日

可
燃
ご
み
収
集

　
　
　
　
お
休
み
︵
町
内
全
域
︶

詳細は
５ページをご覧ください。

詳細は
５ページをご覧ください。

農業委員会
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21

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

2322

8

55-2230（総合センターで受付）

9

高 陵 病 院

くろしお病院

7

14

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

東地区（葉山地域）

梼　原　病　院 高 陵 病 院

くぼかわ病院 高 陵 病 院

くろしお病院

28

くぼかわ病院

3029

梼　原　病　院

15 16

くろしお病院

総務課
まちづくり推進課
町民課
健康福祉課
産業課
観光推進課
議会事務局

55-2311
55-2312
55-2314
55-2151
55-2021
55-2023
55-2038

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間
　　　12月27日~1月3日まではお休みです。

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

と　き：午前8時30分〜午後0時
ところ：宮谷堆肥センター前

不燃ごみ・粗大ごみ

西地区（東津野地域）

1 2

くろしお病院高 陵 病 院

納付期限
固定資産税（3期）
国民健康保険税（5期）

くぼかわ病院

津野町どっぷり
　イルミナイト2025
と　き：午後5時〜9時
ところ：かわうそ自然公園

ママさんバレーボール
『つの杯』
と　き：午前9時〜
ところ：葉山運動公園
　　　　　総合センター

ビン・缶・ペットボトル

ビン・缶・ペットボトル

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時30分
　　　〜午後0時
ところ：津野町立図書館
　　　　かわうそ館

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場旧本庁・西庁の無人回収場所
で、毎日無料で受け入れていま
す。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

詳細は
５ページをご覧ください。



広報 つのちょう 18

訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

　
11
月
１
日
に
訓
子
府
小
学

校
、
居
武
士
小
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
学
芸
会
が
開
か
れ
、
児
童
た

ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
大
雨
が
降
り
続

き
、
体
育
館
の
室
内
は
雨
音
が

響
い
て
劇
で
は
セ
リ
フ
が
聞
き

づ
ら
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
両
校
と
も
、
児
童
た
ち
は

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と

雨
音
に
負
け
ず
、
懸
命
に
演
じ

ま
し
た
。

　
訓
子
府
小
学
校
で
は
劇
中
で

楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
ダ
ン
ス

を
踊
っ
た
り
と
各
学
年
ご
と
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
劇
の
上
演
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
居
武
士
小
学
校
で
は
戦
後
80

年
に
ち
な
み
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
て
朗
読
を
取

り
入
れ
た
劇
の
上
演
な
ど
を
披

露
し
、
各
学
校
で
は
特
色
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
児
童
の

成
長
が
伺
え
ま
し
た
。

　
各
学
校
と
も
、
児
童
た
ち
が

懸
命
に
演
題
に
取
り
組
む
姿

に
、
保
護
者
た
ち
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

久
保
川
　

坂
本
　
千
栄

船
戸
　

松
岡
　
惠
子

高
知
市
　

西
崎
　
直
子

二
ツ
家
　

森
田
美
智
子

錦
秋
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
歓
声

源
流
に
神
と
遊
ぶ
や
里
神
楽

木
漏
れ
日
を
遅
れ
て
歩
く
冬
帽
子

ジ
ジ
バ
バ
に
囲
ま
れ
し
子
の
　
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
　

ほ
い
た
ら
ウ
チ
は
　
巨
人
の
星
　
か
　
　

︵
令
和
７
年
10
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

各
小
学
校
で
学
芸
会
　
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た

”

”

”

”

▲戦後80年にちなんだ朗読を取り入れた劇
（居武士小学校）

▲劇中で楽器を演奏するようす（訓子府小学校）
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園
　
さ

く

ら

ん

ぼ

園

　
10
月
の
終
わ
り
に
、
お
芋
の

ツ
ル
を
一
緒
に
植
え
た
小
学
一

年
生
と
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
、

祖
父
母
の
か
た
が
た
と
お
芋
掘

り
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
芋
畑
に
来
る

前
に
は
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん

と
祖
父
母
の
方
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
畑
を
き
れ
い
に
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　﹁
ど
ん
な
お
芋
が
出
て
く
る

か
な
〜
﹂﹁
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
ら

い
い
な
﹂な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

期
待
を
い
っ
ぱ
い
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
お
芋
掘
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
年
生
に
手
伝
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
地
域
の
方
と
一
緒
に

掘
っ
た
り
、
友
達
と
お
芋
を
比

べ
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
み
ん

な
で
畑
じ
ゅ
う
の
お
芋
を
掘
り

ま
し
た
。

　
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が

な
い
畑
の
土
に
触
れ
て
、
感
触

や
に
お
い
を
感
じ
た
り
、
掘
り

進
め
て
い
く
と
大
き
な
お
芋
が

見
え
て
き
て
、
見
つ
け
た
喜
び

や
自
分
で
収
穫
で
き
た
時
の
喜

び
を
感
じ
た
り
し
な
が
ら
お
芋

掘
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。﹁
ま
だ
あ
る
か
な
〜
﹂と
、
宝

探
し
の
よ
う
に
掘
る
子
ど
も
も

い
ま
し
た
よ
♪

　
ま
た
、
畑
の
中
に
い
る
昆
虫

を
見
つ
け
る
と
﹁
何
か
虫
が
お

っ
た
﹂﹁
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫

で
！
﹂
と
目
を
き
ら
き
ら
と
さ

せ
な
が
ら
、
お
芋
堀
り
を
忘
れ

て
虫
探
し
に
夢
中
に
な
っ
て
い

く
子
ど
も
の
姿
が
あ
ち
こ
ち
見

ら
れ
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
触

れ
る
こ
と
が
な
い
畑
の
土
の
に

お
い
や
感
触
を
感
じ
な
が
ら
、

新
た
な
発
見
や
好
奇
心
が
生
ま

れ
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
芋
の
苗
植
え
、
収
穫
体
験
、

自
分
た
ち
で
堀
っ
た
お
芋
を
調

理
し
て
い
た
だ
く
芋
煮
会
な
ど

の
一
連
の
流
れ
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
普
段
食
べ
て
い
る

野
菜
が
ど
の
よ
う
に
し
て
実
り
、

料
理
と
な
っ
て
食
べ
ら
れ
る
の

か
を
実
体
験
と
し
て
学
ぶ
機
会

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

の
ご
く
自
然
な
姿
か
ら
育
ま
れ

る
、
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
学

び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
保
育

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
み
ん
な
で
お
芋
掘
り

　
楽
し
ん
だ
よ
♪

　
ね
え
ね
え
〜

　
こ
こ
に
も
見
つ
け
た
よ

▶ ▶

　
令
和
８
年
度
に
高
知
県
で
開

催
さ
れ
る
﹁
よ
さ
こ
い
高
知
文

化
祭
２
０
２
６
﹂
の
一
環
と
し

て
、
高
知
県
内
34
市
町
村
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
チ
オ
シ
文
化
を
決
定

す
る
﹁
心
踊
る
　
地
域
文
化
グ

ラ
ン
プ
リ
﹂
投
票
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
各
市
町
村
ご
と
に
グ
ラ
ン
プ

リ
が
決
定
し
、
そ
の
イ
チ
オ
シ

文
化
は
、
フ
ラ
フ
に
仕
立
て
ら

れ
、﹁
よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
２

０
２
６
﹂
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
票
は
、Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
津
野
町
で
は
、
10
の
候
補
が

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
思
う
津
野
町
の
イ

チ
オ
シ
に
投
票
を
お
願
い
し
ま

す
。

︻
津
野
町
の
投
票
期
間
︼

　
令
和
７
年
11
月
30
日
︵
日
︶〜

　
　
令
和
８
年
２
月
28
日︵
土
︶

︻
投
票
方
法
︼

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
の
投
票

　
　
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

②
町
内
２
ヶ
所
に
設
置
し
た
投

票
箱
で
の
投
票

・
葉
山
運
動
公
園
総
合
セ
ン
タ

ー
体
育
館
受
付
前

・
役
場
西
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
２
０
２
６

 

心
踊
る
　
地
域
文
化
グ
ラ
ン
プ
リ
﹂の
投
票
に
つ
い
て

”

”

よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭

　
　
　
２
０
２
６
に
つ
い
て

　
第
41
回
国
民
文
化
祭
と
第
26

回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

︵
統
一
名
称
よ
さ
こ
い
高
知
文
化

祭
２
０
２
６
︶
は
、
各
種
の
文
化

活
動
を
全
国
規
模
で
発
表
・
共

演
・
交
流
す
る
祭
典
で
あ
り
、
令

和
８
年
に
高
知
県
で
は
じ
め
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
８
年
10
月
25
日︵
日
︶〜

　
　
　
　
　
　
12
月
６
日︵
日
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会
　
阿
部
　
学

　
　
　
　
　
☎
62-

２
２
５
８

﹃
お
芋
掘
り

楽
し
か
っ
た
よ
﹄

文化祭に
ついては
コチラ！

投票、
詳しくは

こちらから！

﹁
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みんなの作品
　今月号では葉山小学校の
児童の作品をご紹介します。

令和７年12月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野225-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和７年 10月末日現在）

総人口　5,061人(‒20）
　男　　2,410人(‒2）
　女　　2,651人(‒18）
世帯数　2,514世帯(‒9）

カッコ内は前月対比

　
　
　
編
集
後
記

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
町
制
施

行
20
周
年
記
念
式
典
で
功
労

者
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
で

す
。
式
典
は
も
ち
ろ
ん
、
新
本

庁
舎
落
成
セ
レ
モ
ニ
ー
も
と

て
も
盛
り
上
が
り
、
袋
い
っ
ぱ

い
に
お
餅
や
お
菓
子
を
抱
え

て
持
っ
て
帰
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
も
ち
投
げ
は
い
く
つ

に
な
っ
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
ね
。

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

1
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
大
掃

除
に
年
越
し
の
準
備
な
ど
、
12

月
も
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
去

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。
風
が
冷
た
く
、
寒

い
日
が
続
く
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
風
邪
を
引
か

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　︵
広
報
事
務
局
︶

葉山小５年 髙木　美々歌
み  み  か

葉山小５年 北川　芽衣子
め  い こ 

葉山小５年 大﨑　海渡
かいと

葉山小５年 福本　柊花
ひ　な

葉山小５年 田中　結衣
ゆ い

葉山小５年 大﨑　　結
ゆい

葉山小５年 岩﨑　梨來奈
り  く  な

はじめてのおたんじょうび

年子3兄弟、三男坊のゆきはです！
おしゃべりがだいすきです♡よろし
くお願いします！

（下元）
西田　志葉くん

保護者　隆紀

ゆきは

令和６年12月26日生まれ

こんにちは、慈雨です。誰にでも何にで
もバイバイをすることが大好きです！
　長いまつ毛と笑顔がチャームポイント♡
みんなと仲良く元気に過ごしたいです。

（久保）
佐竹　慈雨ちゃん

保護者　由紀

じ　う

令和６年12月２日生まれ
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